
国の機関等による国際会議等の北海道開催実績（平成２０年度）

年度 会議名 所管省庁名
（担当部局・
課室名）

開催時期 開催場
所

会議の概要 参加人数

20 「環境が結ぶ隣国：
ロシア青年使節団と
の対話」

外務省ロシア
交流室

平成20年5月22日 北海道
大学

サミットを記念し訪日
したロシア青年使節団
と、学生および講師等
が、さまざまな視点か
ら環境問題を議論

80名程度

20 北海道とロシア極東
地域の持続可能な開
発に向けた環境
フォーラム

北海道開発局
開発監理部開
発調査課

平成20年6月19日 札幌市
札幌
ドーム

ロシア極東地域と北海
道の自然科学と社会科
学の研究者などが集ま
り、オホーツク海と沿
岸の環境状況を報告す
るとともに、将来の協
力方法を協議。

107名

20 第17回日韓競争当局
定期協議

公正取引委員
会（官房国際
課）

平成20年6月27日 札幌
パーク
ホテル

最近における競争政策
の進展及び最近におけ
る執行活動についての
議論

15名

20 水環境に関する国際
セミナー

室蘭工業大
学、(独)土木
研究所寒地土
木研究所、
(独)科学技術
振興機構

平成20年6月27日 土木研
究所寒
地土木
研究所

水環境に関する現状・
課題報告及び意見交換

40名

20 世界の水問題に関す
るセミナー

室蘭工業大
学、(独)土木
研究所寒地土
木研究所、
(独)科学技術
振興機構

平成20年6月28日 札幌エ
ルプラ
ザ

世界の水問題に関する
話題提供と討論

30名

20 ジュニア・エイト・
サミット

外務省（広報
文化交流部人
物交流室）

平成20年7月1日
～10日

千歳市
民文化
セン
ター他

Ｇ８各国を中心とする
中高生が世界が直面す
る地球規模の問題につ
いて話し合う国際交流
事業。

39名

20 北海道洞爺湖
サミット

外務省（経済
局政策課）

平成20年7月7日 ザ・
ウィン
ザーホ
テル洞
爺

第３４回主要国首脳会議 約2000名
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20 第6回道路および空
港の舗装技術に関す
る国際会議

【主催】
土木学会（担
当：舗装工学
委員会国際舗
装技術交流小
委員会）
【共催】
（独）土木研
究所
（独）港湾空
港技術研究所

平成20年7月20
日～23日

北海道
札幌コ
ンベン
ション
セン
ター

さまざまな国と地域の
技術者と研究者の間で
道路、空港、港湾、鉄
道などの社会資本にお
ける舗装技術の情報交
換を奨励することに
よって、開発途上国で
の舗装技術の開発を促
し、世界的な舗装技術
の進歩を促進する

211名

20 日韓中三カ国環境研
究機関長会合

独立行政法人
国立環境研究
所

平成20年11月25
日～26日

札幌市
セン
チュ
リーロ
イヤル
ホテル

国立環境研究所(日）、
環境科学院(韓）及び中
国環境科学研究院(中）
の機関長による会議
（TPM)及び残留性有機
化合物（POPs）等の化
学物質による環境汚染
に関する国際ワーク
ショップ

TPM　24名
ワークショッ
プ　32名

20 第１回Ｇ８水と衛生
に関する専門家会合

外務省国際協
力局地球環境
課・多国間協
力課

平成21年12月16
日～17日

帯広市
とかち
プラザ

北海道洞爺湖サミット
において首脳が示した
コミットメントの具体
化につき議論。

約20名

20 オホーツク生態系・
日露協力シンポジウ
ム

外務省ロシア
課
環境省

平成21年3月8日 札幌プ
リンス
ホテル

オホーツク海における
生態系の現状に関する
シンポジウム

200名程度

20 第４回環オホーツク
海国際シンポジウム

北海道開発局
開発監理部開
発調査課

平成21年3月24日 札幌市
北海道
大学学
術交流
会館

環オホーツク海地域の
環境を広域に論ずるこ
とにより、河川や海洋
の環境汚染を防ぐこと
のみならず、川がもた
らす海の恵みにも着目
して、国境を越えた広
大なシステムを将来に
わたって持続可能な状
態に保っていくことが
極めて重要であるとい
う認識を共有し、国際
的な協調に向けた環オ
ホーツク海の研究ネッ
トワークの構築を模
索。

76名
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